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は じ め に

郷上に残されている文化財は、歴史や文化を理解する上で、欠くことのできない貴重な

歴史的遺産であります。これらの文化財に適切な保存・活用を図り、文化的向上に資する

ことが我々の責務と考えます。

このたび、香川厚生年金健康福祉センターの用地造成に伴い、香川県教育委員会文化行

政課の指導のもと発掘調査が実施されました。当遺跡は昭和54年度の調査により、弥生時

代中期末の竪穴住居跡及び箱式石棺が検出された丘陵を含んでおり、今回の調査では、さ

らに集落域の拡がりを確認することができました。

本報告書が、本町の地域史解明の資料として、広く活用されるとともに、埋蔵文化財に

対する理解と関心が一層深められる一助となれば幸いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成に際し、ご指導・ご協力をいただきまし

た関係者各位に深く感謝申し上げます。

平成13年 3月

三木町教育委員会

教育長  小 川 和 夫
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1.本報告書は、三木町教育委員会が香川厚生年金健康福祉センター用地造成事業に伴い、発掘調査を

実施 した、白山 3遺跡 (し らやま3いせき)の調査報告を収録 したものである。

2.発掘調査の実施及び本書の執筆、編集は三木町教育委員会主任主事 石井健―が担当した。

3.調査にあたっては、次の関係機関から協力を得た。記して謝意を表 したい。

(順不同・敬称略)
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第 1章 調査に至る経過

三木町では、「生活と健康を守る福社の町」づくりを実現するため、宿泊 。文化・スポーツ・レクリ

エーションなど、多目的な国の総合保養施設である厚生年金健康福祉施設の誘致を当町下高岡地区にお

いて計画した。三木町土地開発公社は三木町からの委託を受け、その用地について一括購入し、更地後

に国に売渡することとなった。

平成 5年 5月 28日 、三木町土地開発公社から用地造成工事の事業計画に伴う事業予定地内について埋

蔵文化財の所在及びその取扱いについての照会があった。同事業予定地内は昭和54年度調査の白山3遺

跡が所在する尾根丘陵上に位置することから、さらに包蔵地が展開していることが予測された。

そこで当町教育委員会は、香川県教育委員会文化行政課に試掘調査を依頼することになった。平成 5

年 9月 13、 14日 に実施した試掘調査では、尾根稜線上に設定したトレンチで土坑や竪穴状遺構などの遺

構とともに、弥生土器や須恵器杯 (第 1図 1)な どが出土した。また同尾根の急傾斜面に設定したトレ

ンチでは竪穴住居を検出した。平成 5年H月 30日 に実施した第2次試掘調査では弥生期の遺構、遺物は

検出されなかったが、中世土器包含層を確認した。これらの試掘調査結果をもとに保護措置を図る必要

があるとの判断を受け、平成 6年度から事前調査を実施する逗びとなった。

このため当町教育委員会は、県教育委員会文化行政課の指導を仰ぐこととし、平成 6年 4月 12日 から

同年 7月 17日 までの期間で発掘調査を実施した。調査対象地が広大であったため、白山からの南尾根部

(約3,000r)を S区、北尾根部 (約5,000♂ )を N区に設定した。

なお、調査中に白山最高所 (白 山2遺跡)周辺を踏査し、石鏃 (第 1図 2)を採集した。採集地点は

最高所より30m程下つた登山道脇であり、白山2遺跡に関係するものと考えられる。

1

1 0cm

◆

0             5 cm

第 1図 遺物実測図
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第 2章 立地と環境

三木町は香川県の東部に位置 し、北は木田郡牟礼町と大川郡志度町、西は高松市、東は大川郡長尾町

南は香川郡塩江町と徳島県美馬郡脇町に接 し、東西5.8km、 南北18.4kmで南北に細長い形をしている。町

の南北には山地を有 し、北部には立石山 (標高272.5m)、 小野ケ原山 (標高252.Om)な ど標高200～ 300

mの山塊が連なり、立石山地を形成 している。南部には当町最高峰の大相山 (標高881.lm)や高仙山

(標高627.lm)を はじめとして標高500～ 600mの 山頂が連なり阿讃山地を形成 している。また、当町中

央部は平坦な低地になっており、南方の阿讃山地に源流をもつ新川水系の諸河川と長尾町との町境を流

れる鳴部川に沿って沖積平野が拡がつている。その中で白山 (標高203m)は志度湾を望む立石山地の

南端に位置する一独立山塊を形成 している。

白山 3遺跡は白山南麓より南西方向に派生する丘陵頂部と急傾斜面部、谷筋を含む緩傾斜面部に所在

する。当遺跡は昭和53年秋から冬にかけての土地造成中に確認された集落遺跡で、当町教育委員会が香

川県教育委員会文化行政課の指導を得て、昭和54年 7月 に調査を実施 している。調査の結果、竪穴住居

1棟 と箱式石棺 3基 を検出してお り、弥生時代中期末に位置づけられている。また、白山一帯は古 くか

ら開けたところでもあり、明治 5年には白山南西麓の現在、香川県畜産試験場 (白 山 1遺跡)で「六区

袈裟欅文銅鐸」が出上 している (辰馬考古資料館蔵)。 また、出土地は明らかではないが、白山付近か

ら磨製石剣が出土 している (鎌 田共済会郷土博物館蔵)。

近年、町内では大規模開発に伴い発掘調査が急増 してお り、地域の歴史解明につながる良好な資料が

得 られている。旧石器時代については香川県教育委員会の試掘調査で七ツ塚 4号墳の周溝部からサヌカ

イト製翼状剥片を検出している。また、池戸八幡神社内小丘陵南裾部でサヌカイ ト製ナイフ形石器を表

採 している。

縄文時代については南天枝遺跡より町内初の晩期土器を検出している。高松市小山・南谷遺跡では晩

期の落 し穴状土坑が確認されており、同様の遺構が尾端遣跡、西浦谷遺跡で見つかつており、今後さら

に発見される可能性がある。

弥生時代に入ると、古川河川改修工事の際に鹿伏東古川堤防より前期の遠賀川式土器が見つかつてい

る。香川大学農学部では前期後半の上器包含層が確認されてお り、集落域が広範囲に拡がつていること

を示唆 している。また、農学部遺跡の南東に位置する福万遺跡でも前期末の土器片が出上 している。中

期中葉になると鹿伏 。中所遺跡において集落が確認されてお り、中期末になると白山 2遺跡、西浦谷遺

跡、高松市久米池南遺跡などでは集落域は丘陵部へと移 り、高地性集落を形成するようになる。後期に

なると平野部で集落が営まれるようになるが、西浦谷遺跡では継続的な定住生活が後期前半まで続いた

ようである。後期の遺跡としては鹿伏 。中所遺跡、砂入遺跡、西土居遺跡群、池戸鍋渕遺跡、田中南原

遺跡などがあり、近年の調査で確認されている。なかでも鹿伏 。中所遺跡、田中南原追跡では古墳時代

前期にかけて長期的な拠点集落が営まれたことが伺える。墓制については鹿伏・中所遺跡で土器棺群が

多数検出されてお り、集落内に墓域が形成されたようである。茎遺跡の西方に位置する天神山では周溝

墓を含む土媛墓群が検出されている。西土居遺跡群では丘陵尾根稜線上に方形台状墓や土壊群が検出さ

れており、これらは中期後半から終末期にかけての所産である。
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古墳時代になると周辺地域で前方後円墳の築造がみられ、東隣の長尾町では九井古墳、中代 1号墳、

稲荷山古墳が知られる。また、西隣の高松市久米山には茶臼山古墳があり、有力首長の存在が考えられ

る。町内では近年の測量調査で池戸八幡神社 1号墳が町内唯―の前方後円墳であることが確認され、低

平な前方部から前期初頭に位置づけられる。中期の古墳としては香川医科大学病院建設に伴う調査で検

出された権八原古墳があり、古式群集墳で者名である。後期になると古墳の分布は町内全域に拡がりを

みせ、町の南北の丘陵にその多くが所在する。北部丘陵の南麓には風呂谷古墳、深谷古墳、椿社古墳、

塚谷古墳など単独で比較的大型の古墳が築造されている。また、南部丘陵では丘陵先端部に単一の古墳

が点在するが、蛇の角古墳群、諏訪カンカン山古墳群、西土居古墳群など10数基からなる群集墳がみら

れる。白山の西方の天神山古墳では出土遺物の時期幅や石室の拡張などから追葬が確認されている。ま

た、白山北裾より派生する低丘陵では鳥打大谷古墳、狸地蔵南丘古墳などが点在している。

古代に入ると、白鳳期から奈良時代にかけて始覚寺、長楽寺、上高岡廃寺などの古代寺院の建立が進

み、南天枝追跡では同時期の集落が確認されている。律令体制が確立してくると地方行政区分として畿

内七道制度が整備された。『延喜式』によると、讃岐には南海道があり6駅が設けられ、現在の長尾街

道に沿って東西に通つていたと考えられる。『南海流浪記』に記載されていることを考えると鎌倉時代

には白山は一つの宿駅的な意味をもっており、白山権現が宿坊として使われたと思われる。

南北朝期には争乱が全国に波及し、細川清氏が北朝方から離反して南朝につき、白山で挙兵したが、

細川頼之との戦いに敗れ戦死した。現在、白山西麓にある香川県畜産試験場の入口北の新田神社の傍ら

に細川清氏を祀る五輪塔がある。また、明治24年、白山南麓の白山神社境内の東側の境外社有墓地にあっ

た柏木の下で古銭重が出土し、 1万枚の朱銭が見つかったとされる。当時、白山権現の経済力を誇示す

るものであり、細川清氏がここで挙兵した理由もまた古銭の出土によってうなずけるといえる。

戦国時代には白山に自山城があり『全讃史』、『讃岐国名勝図会』には「白山に在り往古、細川掃部こ

れに居る」と書かれてあり、その所在については不明である。また、城主は細川掃部とあるが、掃部頭

直之のことであるという。

天正 5年 には十河一存は篠原自遁・重清豊後守を討つために、先陣に神内右京進清宅・植松ら50騎 、

総勢500余人、中軍には三谷・大熊・池田各50騎、総勢600余人、大殿には一存自ら50騎、総勢500余人、

その他三木郡の兵を多数従えて白山で大合戦が行われたと伝えられる。篠原氏に従うものは七条賢信・

板東・板西のものども、並びに阿波川島一族であった。一存の登子植松万寿はわずか13歳であったが、

よく戦い、敵の勇将板東八郎の首をとり、その他のものも敵の首386級 もあげた。これを白山合戦とい

うが、白山のどこで合戦があつたのかは不明である。

これらのことから、白山は戦略上要塞的立地条件を成しており、現在に至るまで三木町において、交

通上重要な拠点的役割を果たしていたと考えられる。

参考文献

三木町史 三木町史編集委員会 1988.3
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第 3章 調 査 結 果 の 概 要

１

■ 調査区の概要

今回の調査では香川県教育委員会が昭和53年 の発掘調査及び平成 5年の試掘調査結果をもとに事前調

査を実施した。白山の南裾より派生する丘陵部の南東側は土地造成に伴い、急峻な崖が生じており、そ

の残存している丘陵尾根部とその西側急斜面部を使宜上 S調査区とした。そのS区からは昭和53年調査

の残存している竪穴住居跡を含め4棟、丘陵尾根部では配石土墳 1基、箱式石棺 1基、土墳墓 4基を検

出した。S区の基本層序は、尾根部上は表土直下が地山となり、斜面部は厚い自然堆積層が形成されて

いる。その最下層に弥生土器包含層が形成されている。

また、白山の南裾部にあたる緩傾斜面を調査区とするN区は県畜産試験場の農業用地として大幅な整

地造成がなされたようである。整地造成から免れた所では遺構は希薄であつたが、斜面上位より焼成土

土坑を4基を検出した。斜面下位からは竪穴住居跡を3棟、ピット等を検出した。

以下では検出した遺構の概要を記述する。

L=62.000m一

L=60.000m

1.表土 腐食土

2.耕作土

3.黄灰色粘質土 (レ キ含む 3
4.暗黄茶色花筒岩バイラン上 (

5.淡灰色粘質土 (レ キ多く含む

6.暗黄色粘質土

::提摺目罷畳望

質土

1弥
生 。中世包含層

9.灰褐色粘質土 (炭化物含む)

客土、整地層
10・ 暗灰黄色粘質土 (レ キ多く含む、ベース)

む

時中
山岡

３

花

は

よ

　

′

打

４

，

N区北壁土層断面図
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修)各遺構の概要

①S H01(S区 )

Ｏ③

昭和544
香川曝教育委員会調査地

C)Pl

1.表土

::岳ζ言真|:号と:養尼瘍警習,い)/
,:電疫饗雹;ヽ孝5と童鶴性》て小溝埋土)

/
/

/
/

/

′

／

／

L=61.500m
一― A′

日
Ｗ
ソ

0           1m

第 6図  S H01平

0            5 cm

・断面図及び S H01出土遺物実測図
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S H01は 南に緩やかに下降する丘陵の尾根平坦部に位置する唯―の竪穴住居で標高61mを 測る。昭和

54年 には南半部が調査されてお り、今回はその残部の調査 となる。残部のうち北半部の西側は採土工事

に伴って失われている。また、今回調査を行った東側についても配管による攪乱が著 しい。前回の調査

と併せて想定すると平面プランは円形を呈 し、床面で直径 6mを測る。 Plは幅40cm、 深さ30cmを 測る

ピットで過年度調査を併せれば 4本柱からなる竪穴住居であったと考えられる。床面の北側では、幅66

～122cmの 三日月状にベッド状遺構を確認 してお り、床面より5。4～ 6.7cm高 くつ くられている。ベッド状

遺構と床面との間には幅12～ 20cm、 深さ4.0～ 7.7cmの 排水施設と思われる溝を検出した。

また、床面より多数のサヌカイ ト製チップ及び剥片が検出されてお り、石器製作が行われたようであ

る。出土遺物より弥生時代中期末に位置づけられる。

② S H02(S区 )

S H02は 谷地形の西側急傾斜面に約70° の角度で約40cm掘 り込み、掘削土を利用 し盛土を行って床面

を形成 し、営まれた竪穴住居である。斜面につ くられているため全体の半分程 しか遺存 しておらず、お

そらく盛土部分が竪穴住居放棄後、流出したものと考えられる。従って、本来のプランを遺存部分より

想定すると最大幅4.52mの 隅丸方形を呈 していたと思われる。床面より主柱穴と思われるピットを2つ

(Pl、 P2)確 認 していることから4本柱からなる竪穴住居 と推定される。床面では幅14～ 24cm、 深

さ2～ 8 cmの 壁溝が周囲を巡るが、南西部で140cmに わたり途切れている。その部分は床面より2.5～ 5。 1

cm高 くなっていることから主に東側を玄関として利用 していたと思われる。

検出面で石斧片と不整形土坑より石 3点、床直遺物として少量の上器細片を検出してお り、出土遺物

より弥生時代中期末である。
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．０
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鶴

轟
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義魏
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第 7図 S H02平・断面図及び S H02出 土遺物実測図
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③④ S H03、 04(S区 )

S H03、 04は S H02の 北方の上位で検出された切り合い関係にある竪穴住居で、S H02と 同じく斜面

につくられているため遺存部分が少ない。S H03は 約60° の角度で40～ 50cm程掘り込んでつくられ、営

まれた竪穴住居である。ピットの配置よりPl、 P2は S H03に 伴う主柱穴であり、最大幅4.30mを 測

り、隅九方形をプランとする竪穴住居と想定される。床面では幅18～ 33cm、 深さ0.8～ 2.9cmの 壁溝が約

2mにわたり確認された。また、S H03を検出し、掘り下げたところ西隅付近で浅い落ちが認められた。

この部分の埋土は暗黄色砂質上でS H03と は明らかに異なっていた。この埋土と同質上の拡がりがさら

に西方で2m程認められたため、より古い時期の竪穴住居が存在しているものと考えられ、これをSH
04と した。S Ho4は 時期不明の上坑で切られているが、床面では主柱穴と思われるピット (P3)を 検

出した。S H03の 中央から検出したP4も S H04に 伴うものと推定される。こう考えると最大幅約4.50

―― L=64.600m

N

―― L=64.600m

ビ

0          1m

第 8図   S H03、 04平・断面図

１

　
２

　
３

⑧

Ｐ
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mで S H03と ほぼ同タイプの竪穴住居であつたと考えられる。S H03か ら遺物は確認していないが、下

方包含層より転落と思われる遺物を多く検出している。弥生時代中期末の所産と推定される。

第 9図   S H03、 04下方の S区包含層出土遺物実測図

⑤ S H05(N区 )

S H05は 今回の調査で最も良好な状態で検出された竪穴住居であり、白山南裾に拡がる緩傾斜地に位

置する。南半部は流失により確認できないが、遺存部分より床面の直径は6m程度と思われ、平面プラ

ンは円形を呈する。また、ピットPl～ P4は配置より主柱穴と考えられる。床面からは幅 8～ 22cm、

深さ2.7～ 4.6cmの壁溝を確認している。床面中央付近では不整形を呈する土坑を確認しており、埋土に

炭化物を多く含んでいることから炉跡であると考えられる。

また、竪穴住居の掘り方に60～ 90cm離れ、ほぼ平行して住居屋根の垂先が接すると思われる位置に溝

が巡つている。これは、排水溝であると考えられ、住居の上方にこのような溝を配することで雨水の流

入を防いでいたと思われる。この外周溝は幅32～ 96cm、 深さ4.2～26.6cmを 測るが、北東部では幅60cmに

わたり途切れている。また、床面北部寄りでは2個の連結したピットP5、 P6を検出した。このこと

から、傾斜の上方側を出入口として機能した可能性が高く、この2つ のピットは梯子の下端部を埋めて

いたものではないかとも思われる。

外周溝より石鏃、床直遺物としてサヌカイト片、多量の土器を検出しており、弥生時代後期初頭に位

置づけられる。
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1.暗黄灰色砂質土 (弥生 。中世包含層 )

2.責灰褐色砂質土 (弥生包含層 )

3.灰褐色砂質土 (弥生包合層 )

4.灰黒色砂質土 (やや粘性強い 。レキ含

む 。竪穴埋土 )

5.暗灰褐色 (炭化物含む)

S H05平・断面図

⑥ S H06(N区 )

S H06は S H05の 南西に位置し、今回の調査では最も低所で検出された竪穴住居で検出面より30cm程

掘り込んで形成している。南半部は削平により全体のプランは確認できないが、平面形態は隅丸方形を

呈し、一辺は4m程度であったと思われる。床面からは幅 3～ 22cm、 深さ4.3～ 6.6cmの 壁溝と主柱穴と

考えられる2個のピットを検出している。また、床面、壁溝からは多量の土器を検出しており、出土遺

物から弥生時代中期末～後期初頭と推定される。

10図
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⑦ S H07(N区 )

S H07は S H05の 外周溝に東隣して検出された今回の調査では最も小型の竪穴住居である。南半部は

流失により確認できないが、遺存部分から想定すると平面プランは円形を呈し、その規模は2.7m程度

と考えられる。床面では幅 3～ 16cm、 深さ3.3～ 9 cmの 壁溝を確認している。床面より検出したピット

は2穴で主柱穴に伴うものはPl、 P2と 考えられる。ピットの配置から4本柱からなる竪穴住居と考

えられる。遺物は検出していないことから詳細な時期に関しては不明である。

L=55.000m A― ――

0          1m

第13図   S H07平 。断面図

③ S T01(S区 )

S T01は 尾根稜線上に構築された配石土媛墓で、土墳群の中心に位置する。尾根稜線に対しほぼ平行

し、主軸方向はN85° Eを さす。掘り方は東西276cm、 南北180～ 215cmで東小口が外に膨らむ円弧状の

長方形プランで断面形は縦横とも逆台形状を呈する。東側短辺部と南側長辺部は2段掘りとなっており、

ほぼ中位に幅10～ 25cmの テラスを設けている。床面は東西202cm、 南北25cm～ 37cmを 測り、地形の低い

西小口に向かってやや下降傾斜をみせるものの、ほぼ平らな面を保つ。北側掘り方付近と南側掘り方下

方のテラス部分には小児頭大の河原石が直列状に検出された。また、西小口部には幅47cm、 厚さ 6 cm、

東小口部テラス部分には幅26cm、 厚さ2 cmに わたり黄白色の粘土塊を施しており、木棺を固定するため

に用いたと思われる。床面は、U字形を呈しているため、木棺は舟形に近い形であつたと思われる。遺

物は弥生土器を東小口寄りの転落石上に1点 と埋土から2点検出している。胎土・色調から弥生時代中

期末～後期初頭のものと推定される。また、土層の観察によると配石後、厚さ10cm以上の盛土が行われ

ていたようである。
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⑨ S T02(S区 )

S T02は S T01の 西で検出されたもので、形状から土壊墓と推定される。主軸は尾根稜線に対して直

交する。また、S T03と切り合い関係にあるため遺存部分は南北170cm、 東西80cmの 長方形プランをもっ

て造られている。掘 り込みの深さは15cm程度で浅く、断面形は逆台形状を呈する。床面はほぼ水平な面

を保ち、南小日付近の床面からは土器片が出土している。色調・胎土から弥生時代中期末～後期初頭と

推定される。

⑩ S T03(S区 )

S T03は S T02を 切る形で構築されており、平面形は楕円形を呈する。断面形は円弧状を呈する。平

面 。断面ともに他の上娠と異なるが、理土に相違は認められないので墓と判断した。主体内部からの副

葬遺物は何も検出していないことから時期に関しては不明である。

① S T04(S区 )

S T04は S T01の 北で検出された長方形のプランを呈する土墳墓であり、尾根稜線に対し斜交する。

南西隅部付近は尾根線上に配されている水道管による攪乱を受けている。掘 り方のプランは、長径234

cm、 幅104cmを 測り、深さは13～ 15cmと 浅い。断面形は逆台形状を呈する。床面はほぼ水平を保ち東半

部では 6 cm程 高く、張り出している。南側短辺付近で拳大の山石を2個 と床面のやや中央寄りで弥生土

器片を検出している。

⑫ S T05(S区 )

S T05は S T04の 西隣で検出された小型の箱式石棺である。東隅部は、水道配管による攪乱がみられ

る。最初、掘 り方上面を覆う形で小児頭大から人頭大の塊石群を検出した。この集石は石棺上面を覆う

形に敷きつめられており、中央部は2～ 3段になっていた。この塊石群を取り除くと下から小型の箱式

石棺を検出した。主体部の主軸方向は尾根稜線に対しほぼ直交で、N6° Eを示す。使用石材は白山産

出の安山岩の平石で構築されている。北短側壁 1、 東西両長側壁 2の計 5個 を数え、長方形の平石を箱

形に立て並べたもので南短辺は欠損している。北短辺には幅22cm、 高さ24cm、 厚さ8 cmの ほぼ正方形の

平石を使用している。石棺の内法は幅14～ 16cm、 長さ47cm以上を測る。側壁の石材は長さ10～ 26cm、 高

さ16～ 20cm、 厚さ2～ 6 cmと 不揃いである。墓娠は幅45cm、 長さ72cm以上を測り、断面形は逆台形状に

整然と掘られている。主体内部からの副葬遺物は何も検出していないことから時期に関しては不明であ

る。

① S T06(S区 )

S T06は 尾根稜線上に位置し、S T01に 東隣して検出された土壊墓である。採土工事に伴い、東半部

は欠損しているため、南北120cm、 東西50cmを 確認したにすぎない。遺存部分より想定すると長方形の

プランを呈し、主体部の主軸方向は尾根稜線に対し、直交していたと思われる。主体内部より人頭大の

塊石を1個検出したが、時期については不明である。
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―
D′ L=62.400m
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手
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:::::::

―一―E′ L=62.400m

0          2m

1.暗黄灰色バイラン土

2.茶褐色バイラン土

3.暗茶褐色バイラン土

0           1m

03、 04、 05、 06平面図及び S T02、 03、 04断面図
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分巡

A――

B一

―一 〆 L=62.000m

―― ビ L=62.000m

艶
鎌

―― L〓62.0∞m

⑭ S K01(N区 )

S K01は 白山南麓の緩傾斜面に位置し、S H05よ り高位で検出された焼成上坑である。掘り方の平面

形は不整方形で、断面形は逆台形状を呈する。埋土には炭化物層が堆積しており、床面では全域から焼

上の拡がりが確認された。また、ここからは小児頭大から人頭大の白山産出の軟石の集石が確認された

が、規則性はみられなかった。また、遺物は検出していないことから時期に関しては不明である。同遺

構の北では溝状遺構も検出している。

―
―
‐
Ｆ
＝
霞
笙
ど
０
ヨ

一Ｅ
Ｒ
３
．側
Φ
＝

コ
ー
ー
ー

箱式石福検出状況
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⑮ S K02(N区 )

S K02は S K01に 東隣して検出された焼成上坑である。掘 り方

のプランは不整方形で断面形は逆台形状を呈 している。床面では

全域にわたり焼上の拡が りを確認 してお り、床面西では土師製小

皿を 1点検出している。出土遺物より中世期に位置づけられる。

⑭ S K03(N区 )

S K03は S K01の 北西で検出された不整形の土坑で自然の落ち

込み程の窪みがみられる。遺物は確認していないことから時期決

定は難しい。

~31

第17図  S K02出 土遺物実測図

⑦ S K04(N区 )

S K04は S K01の 南で検出された土坑で平面形は不整方形を呈する。塊石が散在するが、規則性は、

みられないことから埋没時の流れ込みと考えられる。遺物は確認していない。

⑬ S K05(S区 )

S K05は U字状の谷地形の西側急傾斜面のやや高位に位置する土坑である。斜面につくられているた

め遺存部分が少ないが、S H03と 切り合い関係にあり、土層の観察によるとS H03、 04が弥生時代中期

末と想定されることから、同遺構は中期末以降である。床面から小児頭大の山石を3個検出している。

N区全景
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焼土面

SK02

K03

―― E'L=弱 .800m

了

＼

〆

――ド L=57.900m

―― JL=57.900m

黄褐色粘質土 (自 然

炭化物層

SK02

レキ含む)

―一gL=57.700m

―― ビ L=57.900m

暗黄灰色砂質土
淡灰黄色粘質土
暗黄褐色粘質土
灰褐色粘質土 (小 レキ・炭・含む)

暗灰褐色粘質土 (炭・焼土含む)

1.
2.
3.
4.
5.

0          1m

1 SK04
F― ――F′ L=56.800m

―-OL=S6,900m

1.暗黄褐色粘質土 (レ キ含む)

2.灰褐色炭化物混層

S K01、 02、 03、 04平・断面図
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第 4章 ま

これまで白山3遺跡①は、昭和54年度の調査により白山南麓から派生する尾根稜線部とその東側緩傾

斜面部に弥生時代中期後半もしくは後期の竪穴住居跡や箱式石棺の存在が知られていたが、今回の調査

により同尾根西側急傾斜面部 (S区 )と谷筋を含む白山南側の緩傾斜面部 (N区)にかけての広い範囲

に、弥生時代中期末～後期初頭の時期の集落が展開していることが明らかになった。また、白山南側の

緩傾斜面部からは中世期のピット群や焼成上坑も検出しており、長期的に集落が営まれたようである。

S区では、白山南麓から派生する尾根筋の稜線部とその東側緩傾斜面だけでなく、西側急傾斜面部に

まで集落域が展開していることが明らかとなった。検出された遺構を考察すると尾根稜線部に居住域と

墓域が混在しており、西側急傾斜面部は居住域として利用されたと考えられる。また、尾根稜線部から

検出されたS H01を 除く3棟の竪穴住居はすべて隅丸方形を呈しており、急傾斜面上に或る一定の間隔

をおいて構築している。昭和54年度に調査された東側緩傾斜面部は墓域が形成されたようで、大型の箱

式石棺が 3基構築されている。今回、尾根稜線部で検出した土娠墓群は配石土娠を核として小型の箱式

石棺や土娠墓からなり計画的に形成した様子が伺える。

また、N区は白山南裾部に拡がる緩傾斜面部に相当する。ここは中世土器包含層が認められるが、整

地造成を免れた箇所についても遺構密度は希薄であった。緩傾斜面地の上位から焼成土坑を4基、SH
05周辺からピット群を検出できたにすぎず、今回の調査では中世期の遺構の構造・性格等は明確にでき

なかった。下層面についても遺構密度は希薄であり、確認できた遺構は緩傾斜面地の下位で竪穴住居は

3棟であった。これらの竪穴住居群はN区の住居より遅れて弥生時代後期初頭を中心とする時期に営ま

れたものであり、位置的にもS区 とは別なグループを形成したようである。なかでもS H05は 外周溝、

梯子穴など住居の内外構造を明確にすることができた。

今回の調査は限定された調査ではあるが、白山3遺跡が 3棟を一つの単位グループとし、集落が形成

されていることが半J明 した。また、 S区、N区の2つ のグループにおいては、いずれもS H01や S H05

のように住居の規模や立地の面で上位に立つ住居が存在しているという集落の構造を把握することがで

きた。

白山山頂付近 (白 山2遺跡)か らは石鏃を採集しており、詫間町紫雲出山遺跡②、坂出市鳥帽子山遺

跡③、高松市摺鉢谷遺跡④などと同様、典型的な高地性集落と考えられる。それに対して、白山3遺跡

は立地的には高地性集落とは言い難い。白山 1遺跡は、第 2章で述べたとおり、「六区袈裟欅文銅鐸」

が出上しており、今回の調査と併せて考えると3カ 所の遺跡が同時期に有機的な関係をもって遺跡群を

構成しているものと考えられる。同じような遺跡群として、四区画の袈裟欅文と思われる銅鐸が出土し

た明神原遺跡⑤、高所の烏帽子山遺跡などからなる烏帽子山周辺の遺跡群がある。このことより、今回

の調査によって白山遺跡群全体の構造が具体的に理解できるようになっただけでなく、多くの高地性集

落を分類する時に一つのパターンとして把握することもできるものと思われる。従って、今後、高地性

集落の類型化や性格を考える上で欠くことのできないものと言えるであろう。これが今回の調査の最大

の成果と言える。

と
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〈言と〉

①斉藤賢一他  F香川県埋蔵文化財調査年報 昭和54年度』香川県教育委員会 1980,3

白山遺跡   F新編 香川叢書 考古編』香川県教育委員会 1983.3

②小林行雄他  F紫雲出 香川県三豊郡詫聞町紫雲出山弥生式遺跡の研究』詫間町文化財保護委員

壬髯  1964.9

③今井和彦   F坂出市内遺跡発掘調査報告書 平成5年国庫補助事業報告書 鳥帽子山遺跡』坂

出市教育委員会 1994.3

④摺鉢谷遺跡  『石清尾山塊古墳群調査報告』高松市教育委員会 1973.3

⑤明神原遺跡  F新編 香川叢書 考古編』香川県貌育委員会 1983.3

なお、F香川県埋蔵文化財調査年報 平成6年度』において、N区の南隅部から南北朝期と思われる

居館の石垣を約30mにわたり検出し、また、平行して柵列と考えられるピット群を検出したと報告した。

それらのうち前者については、近代以降の可能性が高いことが判明したため、今回の報告から除外した。
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写真 2 白山 3遺跡違景 (西方の天神山から)

写真 3  N区 調査前状況 (南西から)
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写真 4 S区調査前状況 (西 から)

N区調査前状況 (南 から)
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写真 6  S区 完掘状況 (北西から)

S区完掘状況 (北 から)
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写真 8 S H01完掘状況 (東 から)

S H02遺物出土状況 (北東から)写真 9
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写真10  S H02完 掘状況 (北西から)

S H02完掘状況 (南西か ら)
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写真12 S H03検出状況 (北東から)

写真13    S H03、  04、  S K05完↓屈】犬況 (西 んゝら)
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写真14 N区完掘状況 (南 から)

S H05完 tFH】犬況 (西 から)
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写真 15



写真16  S H05、 07完掘状況 (南西から)

S H05内 遺物出土状況
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写真 17



写真18  S H06完 掘状況 (北 から)

S H07完掘】犬況 (1しから)
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鰯

土墳墓群 (東 から)
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籍

'輯写真22 S T01遺物出土状況 (東 から)

■ : =:|■オ lⅢ Ⅲ:‐

S T01完掘】犬況 (東から)
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ド|工ぎ

写真24  S T04完掘状況、S T05塊石群検出状況 (南東から)

S T05石棺検出状況 (北東から)写真25
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写真26 S K01～04検出状況 (西 から)

写真27  S K01、 02、 04埋上の状況 (南 から)
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写真28 S K01完掘状況 (南西から)

S K02遺物出土状況 (西 から)
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